（様式１）
令和　　年　　月　　日
　公益財団法人
　北九州産業学術推進機構
　　理事長　松永　守央　様
【提案者（代表）】
所在地


企業・団体名


代表者（役職・氏名）㊞



コンソーシアム名[footnoteRef:1]※1 [1: ※1 提案事業をコンソーシアムで行う場合に記述。] 




「北九州e-PORT構想2.0新ビジネス創出支援補助金」事業提案書

北九州e-PORT構想2.0新ビジネス創出支援補助金へ事業を提案しますので、北九州産業学術推進機構北九州e-PORT2.0新ビジネス創出支援補助金実施規程第9条の規定により、関係書類を添え、下記のとおり提出します。

記

１　補助金の種類[footnoteRef:2]※2　実証支援補助 ／ 事業化支援補助 [2: ※2 提案されたい補助種類を残し、対象外を削除（または対象を丸で囲う）。] 

２　提案枠の種別[footnoteRef:3]※3	 一般枠　／　テーマ枠 [3: ※3 提案されたい提案枠を残し、対象外を削除（または対象を丸で囲う）。] 

３　補助事業の名称　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
４　補助事業の期間（見込）　　　　年　　月　　日～　　　　年　　月　　日
５　添付書類　（１）予算経費見込書(様式1-1)
　　　　　　　（２）財務内容確認書兼暴力団等の排除に関する同意書(様式1-2)


■内容
	補助事業の名称
	　

	事業期間（見込）
	　＿＿＿＿年＿＿月＿＿日　～　＿＿＿＿年＿＿月＿＿日

	事業費（概算）
	　総事業費　　　　　　　　円（内、補助希望額　　　　　　　　円）

	１．全体概要（最終的な製品・サービスイメージおよび提案者が担う役割を含む）
※新ビジネスとして取り組む課題とその解決方法について、包括的に記載してください。
図・表を用いても構いません。（採択時は、外部へ公開する場合があります）

	

	２．課題の詳細
※本提案で取り組む課題の詳細（背景、課題の原因となる事項、新型コロナウィルスによる影響を含め外部環境等）について記載してください。特に、新型コロナウィルスによる影響については、定性的／定量的な記述を行ってください。図・表を用いても構いません。

	

	３．課題の解決に向けた製品／サービスの内容と実施する補助事業の概要
※２．で挙げた課題を解決する製品／サービスの内容やビジネスモデルについて記載を行ってください。また、今回の補助事業の概要を記載してください。
図・表を用いても構いません。

	



■組織・体制
	４．申請者（コンソーシアムの場合は代表構成員）

	企業・団体名
	

	代表者役職・氏名
	

	所在地
	〒


	事業
責任者
	役職・氏名
	

	
	電話
	

	
	FAX
	

	
	E-Mail
	

	事務
担当者
	役職・氏名
	

	
	電話
	

	
	FAX
	

	
	E-Mail
	

	従業員数
	従業員数　　　　　　　　人　（　　年　　月　　日現在）
（内訳：正規　　　　　　　人、非正規　　　　　　人）

	資本金
	　　　　　　　　　　円

	直近の売上
（３カ年分）
	当　期）平成　　年度　　　　　　　　円
２期前）平成　　年度　　　　　　　　円
３期前）平成　　年度　　　　　　　　円

	現在営んでいる
主な事業内容
	




	５．メンバー企業・団体（コンソーシアムの場合のみ、コンソーシアム構成員を記載）

	企業名
（本店都道府県・市町村）
	代表者 役職・氏名
	本件での役割と適性根拠

	
	本件担当者 役職・氏名
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	



